
修⼠論⽂（要旨） 
2022 年１⽉ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼥性同性愛者のカミングアウトに関する事例研究 

 

 

 

 

 

 

 

 
指導 松⽥ チャップマン 与理⼦ 教授 

 
⼼理学研究科 

健康⼼理学専攻 
220J4053 

鈴⽊ 優帰  



Master’s Thesis (Abstract) 
January 2022 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
A Case Study On Coming Out Of Lesbian 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Yuki Suzuki 
220J4053 

Master’s Program in Health Psychology 
Graduate School of Psychology 

J. F. Oberlin University 
Thesis Supervisor: Yoriko Matsuda-Chapman 



 i 

⽬次 

 
第１章 問題と⽬的………………………………………………………………………………１ 

１. 現代社会における性の多様性……………………………………………………………１ 
 ２. 同性愛に対する認識………………………………………………………………………１ 
  １）同性愛者とは……………………………………………………………………………１ 
  ２）同性愛の社会的変遷……………………………………………………………………２ 

３. 同性愛者が抱える諸問題…………………………………………………………………３ 
 １）マイノリティ・ストレス理論………………………………………………………３ 
 ２）同性愛者に関する問題………………………………………………………………４ 
 ３）性的指向とウェルビーイング………………………………………………………５ 

 ４. カミングアウト……………………………………………………………………………５ 
  １）カミングアウトとは……………………………………………………………………５ 
  ２）対⼈関係における⾃⼰開⽰としてのカミングアウト………………………………６ 
  ３）⽇本におけるカミングアウト…………………………………………………………７ 
 ５. 本研究の⽬的………………………………………………………………………………８ 

 
第２章 研究⽅法…………………………………………………………………………………８ 
 １. 調査対象者…………………………………………………………………………………８ 

１）属性………………………………………………………………………………………８ 
２）抽出⽅法…………………………………………………………………………………８ 

２. 半構造化⾯接について……………………………………………………………………９ 
１）⾯接の⼿続き……………………………………………………………………………９ 
２）⾯接の実施期間…………………………………………………………………………９ 
３）調査内容…………………………………………………………………………………９ 
４）倫理的配慮………………………………………………………………………………10 

３. 分析⽅法…………………………………………………………………………………10 
 

第３章 結果……………………………………………………………………………………11 
 １. 調査対象者…………………………………………………………………………………11 
 ２. K J 法による分析…………………………………………………………………………12 

１）図解と全てのグループ………………………………………………………………12 
  ２）グループの説明…………………………………………………………………………14 

 
第４章 考察……………………………………………………………………………………23 
 １. ⼥性同性愛者のカミングアウト…………………………………………………………23 
 ２. ⼥性同性愛者のウェルビーイング………………………………………………………26 
 ３. 今後の課題…………………………………………………………………………………27 



 ii 

謝辞 
引⽤⽂献 
資料 
  



 1 

第１章 問題と⽬的 
 近年，lesbian（⼥性同性愛者），gay（男性同性愛者），bisexual（両性愛者），
transgender（トランスジェンダー/⾝体的な性別と⾃認する性別が⼀致していない者）の
頭⽂字を取った LGBT という⾔葉が⽇常的に取り上げられるようになった。こうした性
的少数者をはじめとした多様な性のあり⽅は広く認知され始めており，差別や偏⾒の解消
が重要な問題の⼀つとなっている。差別や偏⾒は性的少数者にとってストレスの多い社会
環境を作り出し，そのストレスが⻑期的に蓄積され，結果として健康障害に繋がるからで
ある（Meyer, 2003）。例えば，同性愛者は薬物乱⽤（Kashubeck-West & Szymanski, 
2008）や過剰な飲酒（Hughes, Wilsnack & Kantor, 2016）のリスクが異性愛者よりも⾼
いことが指摘されている。 

 同性愛に関する⼼理学研究では男性同性愛者の問題を取り上げたものが多く，⼥性同
性愛者に関しては⼀貫して無視されてきた状況にあった（Lee & Crawford, 2012）。特に，
アルコール摂取や摂⾷⾏動に関する問題は，男性同性愛者よりも⼥性同性愛者の⽅が深刻
であるとされている。例えば，⼥性同性愛者は⼥性異性愛者と⽐べて頻繁かつ⼤量に飲酒
を⾏い，アルコール関連の疾患の罹患率が⾼いことが明らかになっており，これは男性同
性愛者と男性異性愛者の間にある差よりも⼤きい（Hughes et al., 2016）。⼥性同性愛者に
関する研究が少ないことを踏まえた上で，その中でも特に健康⾏動に着⽬した研究を今後
更に進めていく必要がある。 
 また，同性愛者にとって重要な出来事の⼀つにカミングアウトがある。カミングアウト
とは，⾃らの性的指向を他者と共有するプロセスのことをいう。カミングアウトはウェル
ビーイングやクオリティ・オブ・ライフの向上，ポジティブな感情の拡⼤との関連性が指
摘されている（Halpin & Allen, 2004）。このような「カミングアウトによる成⻑
（Coming Out Growth）」は，性的少数者であることに関連するストレスへの対処に効果
的であることが⽰唆されている（Moradi et al, 2009）。 
 以上のことを踏まえ，本研究では，⼥性同性愛者を対象に半構造化⾯接を⾏い，カミン
グアウトに⾄るまでのプロセスやカミングアウト前後での健康⾏動とウェルビーイングの
変化についてその実態を把握することを⽬的とする。カミングアウトを中⼼に実際の⼥性
同性愛者の健康⾏動やウェルビーイングをとらえることができれば，⼥性同性愛者への⽀
援を考える際の基礎的な知⾒の⼀つとなり，くわえて，性の多様性が尊重される社会環境
づくりに向けての⽰唆も得ることが本研究の意義として挙げられる。 
 
第２章 研究⽅法 
１. 研究⽅法 
Web 会議システム Zoom（以下，Zoom)を用いたオンラインによる半構造化面接を行った。当初

の計画では面接は１回の予定であったが，調査対象者が２名に留まったことから，約３ヶ月の間を

開けて第２回目の面接を行った。面接時間はそれぞれ約６０分ずつであった。調査対象者の同意

を得てから Zoom の録画機能を使用して面接を録画し，それをもとに筆者が逐語録を作成した。 
 
２. 研究対象者 

 カミングアウト経験があり，現在，同性愛者としての同⼀性を有している⼥性を対象と
した。性的指向の問題は⻘年期以降の重要なテーマのひとつであることから，年齢は 20歳
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以上とした。 
 
３. 調査内容 

⾯接では，事前にインタビューガイドを作成し，性的指向の⾃認について，初めての
カミングアウトについて，カミングアウトに対する⾃⾝の考え，健康⾏動とウェルビーイ
ングについて尋ねた。 
 
４. 分析⽅法 

K J 法（川喜⽥, 1997）を参考にして質的データ分析を⾏った。ラベルづくり，グルー
プ編成，図解化，叙述化の⼿順で⾏った。 

 
第３章 結果 
１. 調査対象者 
 多数の LGBT に関する団体に調査協⼒依頼を⾏ったものの⼈数が集まらなかったこと
から，機縁法を⽤いて協⼒を得られた２名の⼥性同性愛者へ調査を⾏った。 
 
２. K J 法による分析 
逐語録から作成したラベルの合計は 188 個で，最終的に 8つの島（グループ）に統合さ

れた。これらの島を図解化して解釈を⾏い，叙述化していった。 
 
第４章 考察 
 ⼥性同性愛者の性的指向の⾃認について，⼀般的に，同性愛者は社会的な偏⾒から，⾃
⾝の性的指向を受け⼊れることに苦悩することが多い（Bontempo & D'Augelli, 2002; 
Huebner, Rebchook, & Kegeles, 2004）。しかし，【性的指向の⾃認と葛藤】の島からは，
『セクシュアリティに対する抵抗感は無かった』というラベルが出現しており，性的指向
の⾃認に対して苦悩や葛藤がさほど無かったことが⽰された。性的指向の発達には，アイ
デンティティの形成と統合という⼆つの発達過程があるが，『偏⾒に触れて来ず，悪いこ
とだと思わなかったし知らなかった』というラベルが⽰されており，同性愛に対する否定
的な態度に接していなかったことが，アイデンティティの統合をスムースにする要因の⼀
つとなったことが考えられる。カミングアウトについては，『カミングアウトは差別や偏
⾒をしなさそうな⼈にのみする』というように，相⼿が同性愛に受容的であるという条件
を満たせばカミングアウトをすることが語られた。同性愛者にとって，外部からの同性愛
嫌悪の経験がうつや⾃殺の潜在的な原因となる（Cox, 2006; Haas et al., 2011; Wang, 
Plöderl, Hӓusermann, & Weiss, 2015）ように，⾃⾝の性的指向を否定されることには⼤
きな精神的苦痛が伴うため，この条件がより重要視されていると考えられる。 
 ウェルビーイングについて，性愛者は精神疾患の有病率，抑うつ，不安などが⾼いとす
る先⾏研究(Gilman et al., 2001)と同様の傾向が⽰され，『孤独死しそう』というラベルに
⽰されるように，孤独感を強く有していることが抑うつと関連していると考えられる。特
に外部からの同性愛嫌悪については，そうした場⾯に直⾯する機会が多いほど抑うつは強
まっていくと考えられ，同性愛者をはじめとする性的少数者に寛容な社会を形成していく
ことが重要であると考えられる。  
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